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ロカ 賀 谷 寛

1　序

　わが国の歴史学者によって「ガズ＝一朝」と呼ばれ，また普及もして来た王朝名をD，

ここであえて「ガズナ朝」（鐘aznaviyan）と称した理由は，「ガズ”’一」という地名

は現代の呼称であり2），歴史的地名としてあったのはかズナ（塾azna），あるいはガズ

＝一ン（塾aznln）であり，したがってその地縁呼称法（nisba）はつねにガズナウィー

（鎚aznav三）であり，その複数形が王朝名であったからである。

　小論は，トルコ系征服三朝のガズナ朝麦配下におかれながら，すでにイラン＝イスラ

ムの伝統を築きあげていたホラーサーソのムスリム社会構造を取上げるものである。ニ

ーシャープールのような大都市から，rust2qとよばれた農村を背景とする小オアシス集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マズハブ　　フイルカ　　タリ　カ
落群にいたる地：方レベルにおけるムスリム社会構造は，宗教的集団（学派，宗派，教田）

　　　　　　　　　　　ムハツラ
であれ，非宗教的集団（地区対地区，また都市対都市）であれ，地方的な基盤の大小の

社会集団（gurifh，　jama‘a，　ta’ifa，　etc）の形成として把握することができる。およそ

学派・宗派の諸集団から，民衆の武装・競技集団のアイヤール（‘ay顕r）にいたる，

これらの諸社会集団の内的結合の形式は，彼ら構成員自身によって，「アサビーヤ」

（‘a§ablya．複，‘asabiy護t）と呼ばれて，自覚化されたものである3）。これは本来の種族

的・血縁的結合力から転じて，すぐれて地方的な対抗的・排他的性格を強めるにいたっ

ていた。

　ガズナ朝支配下のホラーサーンのムスリム社会と文学・宗教史の特色として，この地

方的「アサビーーヤ」がこの時期にきわめて顕著に発展したことが挙げられているの。こ

の「アサビーヤ」の発生が，はたして外来のアラブ族がアラブ族内部の対立関係をホラ

ーサーンの地方社会に，すでに持ち込んで拡大していたところに求められるかどうかは，

別に考慮すべき問題として，これがイランの地方ムスリム挫会構造自体を歴史的に規定
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する基本的な社会・文化的事実であっ五ことにわれわれは注目しなければならない。

　さらに宗教政策的にも，それに先行するムスリム諸王朝にみられなかった新動向とし

て，ガズナ朝支配者にいたり，とくにマフムード（Abit’i－Qasim　Mabmad．383－421／998・

一1030）が，このような被征服民の三会の「アサビーヤ」に，政策的に積極介入を開始

した点にとくに注目しなければならない5）。マフムードは宗教的「アサビーヤ」間のバ

ランスを破って，スンニー派法学の強化を図って，地方的「アサど一ヤ」を利用して，

民衆動員を図った。

　このように権力による介入が，宗派・学派間の対抗に及ぶ場舎には，権力に保護され

たもの以外の諸宗派・学派の宗教弾圧，いわゆる．「宗教的迫害」の問題としてあらわれ

ることは必然的であった。それは宗派弾圧として顕著なかたちをとるようになり，地方

的「アサビーヤ」の，民衆をも捲き込んだ社会的圧迫のもとで，権力に結びついたスン

＝一 hの特定の学派が地方社会レベルで確立していく過程がここにみられる。つぎの時

期のセルジューク朝にいたって，この過程はいわゆる「スンニ・一一派の：再確立」として6），．

完成をみるのであり，そこに．いたる地方的「アサビーヤ」の動員とその社会的圧力をみ

のがすことはできないであろう。

　つぎに小論が主として拠ったガズナ朝支配の同時代史料，アブル・ファズル・バイハ

キー著・通称『バイハキーの摩史毒，または『マスウード時代史』（Aba’1－Fadl　M擁・

b．ljusayn　Baihaql，丁傷，rf麺一8　Mα∫‘勲，　ma‘rUf　be一　Ta，ゾ逝一εM4∫‘蔽．二つの校

訂版がある。1）ed．　by　Dr．　GLhanl＆Dr．　Fayyaφ，　Tehran　1324／1945．　F．∂1各記。

（アジア総研京大文Eb　226）；2）ed．　by　Sa‘ld　Naflsi，　Tehran　1319－32／1940－53・S・N・

と略記。）について若干の点をノートしておきたい。著者は同王朝の「書記局」．（D至w蝕一e

Risalat）所属の書記官（dablr，　kat量b）で，マフム・・一ドの下に任官して以来，アブドッ

・ラシード（‘Abdu’1R哉塾至d．440／1049－444／io52）の治下に書記局長に任ぜられたが，

ほどなく解雇，投獄された。こののち廷距間の派閥争いが原因であったと推定されるがPt

復職と投獄を繰返している。この『マスウード時代史』は，ファッルクザード（Farru－

khz記444／1052－451／1059）の統治下に解雇されてから，覚書に加筆したものと推定さ

れている7）。

　本史書は，著者がガズナ朝宮廷の内情を書記官として飼回し，見聞したままに記録し

たものを主とする点で独霞の価値を認められ，公文書をはさみ，サブクテギーン時代史

にはじまり，全30巻と伝えられるが，その編著後まもなく大部分が散逸し，そのうちこ

の『マスウード時代史』の諸部分が比較的まとまったかたちで現存する。これも部分的：
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に欠落しているが，マスウードの統治にわたり，432／1059で終っている。

　いうまでもなくトルコ系征服王朝は統治高潔を構成する行政嘗鑑賞を，イラン＝イス

ラムの伝統にたつ，主としてホラーサーンで養成された官僚に求め，この著者もその一

人であった。この伝統はセルジューク朝においても継承されたものと考えられる。

　本書の記述は，もとより書記官の関与した宮廷内の関係事項に限定されるとしても，

その間に同時代のホラーサーン地方の宗教・社会史がときにあらわれている。

　小論はこのガズナ朝の同時代史料に主として基づきながら，イスラム史の変動期の同

時代の宗教集団の構造に照明を与えたい。

∬　カーズィー層

　カーズィー（qaφi）は司法官として王朝から任命され，各ムスジ点都市に配置され，

この意昧で一ww‘taiでは官僚にならぶ取扱いをうけたイスラム法学者であった。

　マフム・・一一ドはかズナに，ハナフィー法学派の有力なカーズィーが居なかったために，

サーマーン朝から，385／995・一96同学派のタバ一管ー家（Tabaniy瓠）8）のアブー・サー

リフ（AbU＄alih）をガズナに連れ来ったことが，『マスウード時代史』に記されている9）。

ガズナ朝は，すでに行政官の層をもサーマン朝から引継いでいた。このタバーニ一家は

マフムードからとくに薄敬され，この家系の学者が切実に王朝から求められたことが判

明する。師家は，イマーム・アブー・ハニーファの弟子，アブー・ユーセブ（Ya‘q震b

Abg　YUsef）に家系が遡り，代々ハナフィー学者を出していたlo）。

　この家系の学者は，「最も学的権威ある」の意の「イマーム」の称号をもって，岡書

中にあらわれ，r老齢のイマーム・アブー・サーディクは今日なお一臼に菖以上の教令

を出しており，すべての学問にわたって権威をまもっている。……その権威は絶対で他

のだれによっても争われない」と記されているll）。またマハムードはイマーム・アブー

・サーレフ　（前記）が400／10eg－1010没したとき，その息子がないため，自ら葬儀

の執行をあえて行なおうとまで，宰絹イスファラーイエー（lsfara’沁至wazirNこ語って

いる三2）。またマフムードは，「イマーム・アブー・ハニーファの正しい学派（ma麺hab－e

rast）はター〈一　・一・家が担い，〔他のだれも〕この弟子（shagirdAn）たちのことを非難

できるものはない」と公言した13）。

　これらの記事は，ガズナ朝からタバーニー家がもっとも高い司法官・法学者の権威を

認められていたことを純白に写すものである。なお上記の文中，「一研こ酉もの教令を

趨した」は本文に誤まりがないかぎり，裁判の依頼人の層が大きかったことを示唆する
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ものでなかろうか。またガズナだけでなく，王朝内の各地から，そのイマームに依頼が

集中したことを示している。

　このタバーニ一家の地位には及ばないが，ホラーーサーンの中心都市ニーシャープール

（Naysa磁r）の有力なカーズK一一は，サー一　nド（＄巨‘ed）家が占めた。彼は甫の「イマ

ームで指導者（muqaddlm）」とよびかけられた（F．　P．550）。『マスウード時代史』には，

ヵーズィー・サーエド（Qa毒lm諌憩Abu’1一’Ala　Sa‘ed）とその二子が，つぎに敢上げ

るカラーミー教圃代表と，シーア派のアリー家（タバリスターソから移った）ブー・ム

ハンマド。アリー（Bci　Mhd．　‘Ali）の三者とともに，ニーシャープール市民をつねに

公式の場で代表している14）。

　このカ・・一ズィー一。サーエドは，マフム…一ドの治下に，スーフィー，ムゥタズィラ，イ

スマーイー一・　1］一，などの諸運動に対抗するために，同地域の無力なカラーミー教団の勢

力と無念したことが知られている15）。またこれは㌣フムードの宗教政策に即したもので

あった。しかし後述するように，サーエドが，402／10H－12にバッジから帰国するや，

このカラーミー教団との連合は破れ，同派を「非正統的」な学派として，公開の場で攻

撃に転ずる。この転換も，「アサビーヤ」の力をもって地方の「正統派」の強化を目指

すマフムードの宗教政策の進展に合致するもので，権力によって予め承認されたものだ

った。スーフィズムに対する圧迫については，W「スーフィズム」の節に述べる。

　タバーニ一家，サーエド家は，いずれもハナフィー法学派の法学者・司法官であり，

その法学派が王朝によって保護されていたのに対して，シャーフィイ一法学派は，ホラ

ーサーンではなお少数派であり，民衆的アサビーヤの広汎な基盤をもたず，地方勢力と

してはハナフィー法学派によって圧倒される立場にあった。

　しかし学者の階層には，アシアリー　（Ash‘ariya）学派に立つものが多く，＝シャー

プール市は醐学派のセンターの役割を果たして，アブー・ムハンマド・ジュワイニー

（Aba　M春d．　Juwainl）とその子イマーム・ル・ハラマイン（1mtim　al－ljaramain　Aba’1－

Ma‘ali）に代表される学聞の系統を発展させた。ガザーり一がこの学問系統に結びつく

ことは改めて指摘するまでもない。またセルジ＝一ク朝の宰相＝ザーム・ルeムルクの

政策によって，シャーフィイー法学派とこのアシアリ心神学派が権力によって支持され，

権力機構に密着するにいたることも言うまでもない。

　　さらに11世紀ホラーサーンでは，ハナフィー法学者のスーフィー運動に対するかなり

否定的傾向に対して，このシャーフィイ一法学者の対スーフィーの対応は，かなり無情

的で，しばしば法学者自らがスーフィーであったと考えられている16）。このような傾向
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がこの学派に一般的であったとすれば，次の世代のガザーり一による法・神学とスーフ

ィズムの綜合はすでに方向として予定されていたと言わなければならない。ガザーリー

の『イフヤー』の「序」における司法官化したウラマー一般に向けられた厳しい批判も

また，この問題との関連で再検討しなければならない問題を含むものであろう。

皿　カラーミー教団

　カラーミ・一一　tW団（Katamlya，　Kiramlya，　Kirral虚ya，　Karramiya，　Kirramiya）は，

スーフィー運動の先駆である禁欲主義者の運動として取上げられることもあり17），また

つぎに述べるようにムウタズィラに対抗する神学運動としても取扱うことができるが，

11世紀ホラーサーンでは，民衆的アサビーヤに基盤をもつ，一一つの教団勢力として把握

することが適当である。

　対ムウタズィラの正統派の対応は，法学派（fiqh）内部からの神学（ka｝am）運動と

して展開された。ハナフィー法学派からは，「オクサス河の彼方」（ma　wara’al－nahr）

の地方にマ・一一トリーディー神学派が，ホラーサーン地方にこのカラーミー神学派が興り，

さらに10世紀にこれら両派の対抗がイスラム世界東北部で展開した。またシャーフィー

法学派内からは，アシアリー一神学派が展開していた関係も，これらとパラレルに把握で

きるであろう。これらの運動は一般にスソ5一・イスラムの定着を促進する役割を果た

すものであった。

　ハナフィー法学派とカラーミー神学派との関連づけについて，カラーミー神学派を保

護したガズナ朝初代アミール，セビュクティギンの書記ブスティー（Abu’1－Fath　Bustl）

は山神学派を支持して，つぎのような句で要約している18）。

　al－fiqh　fiqh　Abi　ljanlfa　waljdahi

　wa　al－din　din　Mhd．　b．　Kar2m

　すなわち法学（fiqh）はハナフィー法学者演ひとり正統であり，「宗教」（dln）はカラ

ーミー神学の教説だけが正しい，というもので，ここでは「神学．｝（kalam）という狭い

範囲でなく，「正しい宗教」というトータルな概念を磁らに宛てている。この句に続い

て，カラーミーの教説を信じないものは，「立派な人間に数えられない」（ghair　klram）

と自らを誇っている。

　その教義の創説は九世紀に遡るが韮9），ホラーサーン地方に，とくに地方部に教勢を拡

大したのは，10世紀のサーマーン朝の時代であった。この時期には，一つの地方的に有

力な教団として確立していたと考えなければならない。とくに非ムスリムの住民をイス
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ラムに改宗させて，ムスリム地方社会を形成する過程におけ』る主要な役割が注罠される。

すわなち，10世紀にアブー・ヤァクーブ・イスハーク・ビン・マフマシャード（Abtt

Ya‘qUb王s嫡g　b．　M的mashad　383／993－4）1ま民衆に宛てた説教と改宗活動で注霞され，

五千人のr嬰典の疑」とゾPアスター教徒をニーシャープール市で改宗させたと伝えら

れている20）。

　悶教域は，既述のようにガズナ朝セビュクティギン以来，権力によって支持され，マ

フムードによって，＝一シャープールでの同教団の指導者アブー・バクル。ムハソマド

（Aba　Bakr　M与d．）は，齋の代表役（ra’is）に任命された。これは王朝権力の後だてと，

既述のカーズィーとの連合を背景に，イスマーイーリー一一，スーフィー，その他「正統

派」から疑いをかけられていた宗教運動を排除し，迫害する先頭に立ったことを意味し

た。同様にして，403／1012－13ファーティマ朝からガズナ朝マフムードに宛てられた使

者の処刑を積極的に推進したのも彼らであった2P。このことは，地方的アサビーヤとし

て彼らの勢力の大きさを物語るものである。

　カーズィー・サーエドとの連合の決裂1＃　，カーズi一がこの彼らのアサビーヤの増大

に危険を感じたことが理由となったと推定できる。カーズ4一はスルタンに訴えて，カ

ラーミー教団とその学派を，すでに正統派の「神学校」運動に先行して同地に設立され

ていたといわれる「神学校」（madrasa）22）’とモスクの説教壇から追放させた。それに

続いて市の代表役の地位も解除されることになった。これによってカラーーミー教門の勢

力は，ガズナ朝権力とカーズィーによって，大きな打撃を受けた。

　しかしながらマフムードの没後，賦マスウード時代史』によると23），421／1031年に，

マスウードはニーシャーープールの有力者（a‘yan）のうち，とくにカーズィー・サーエ

ド，ブー・ムハンマド・アリー，ならびにブー。バクル。イスハーク・マフマシャ・…一ド

・カラーミーを特写こ遇したと記しており，満のカラーミー教団の地位が回復し，カー

ズn一との共存も復活したことが見られ凱また同年ラマダーン月に，マスウードから

恩賜の衣（塾i王‘at）をうけた同市の有力者（peshwayan）のなかにも，上記の三名が再

びあらわれている24）。

　後代の諸史料によると，このハナフィー一　＝シャー・フィイーと，カラーミー教団との対

抗は，ホラーサーンにおいて引続いて見られ，13世紀まで，このアサビーや間の緊張が

見られるが，最終的にモンゴル支配とともにカラーミーの名は滅亡する。

　教団の制度面の問題として，既述の「神学校」設立の先駆三役翻とともに，彼らは

「道場」（麺anqah）をホラーサーンに多数もっており，そこには「羊毛をつけた禁欲
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ガズナ朝麦配下のホラーサーン地方の宗教集田

者」（zuhd　pa曲磁na一⑳辿）カミ庄んでいたと指摘されている2「J）。この側面は，禁欲主義

運動＝スーフィー運動の流れを示唆するものである。’

IV’　スーブイ…　pa動

　イスラム暦5世紀＝西暦H世紀は，イスラム世界全体にわたって，スーフィズムの大

きな転換期であった。スーフィズムの全ムスリム社会にわたる発展は，一般に3つの時

期に分けられている26）。

　（1）初期の運動。禁欲主義の流れがそれであり，都市と沙漠，とくに後者に孤独で住

　　みながら，もっぱら神に仕える型がその特色であった。

　（2）」〈・・一フィズムが教理体系を形成し，師（sha慮h，　plr）と，それを囲む弟子（mu－

　　rid，）と，在家の信徒（m面ibbi）の軸が基本的々こ成立した。この後老は，つぎの㈲

　　の教団の基礎構造を成すものであったと考えなければならない。われわれが論ずる

　　ガズナ朝ムスリム社会は，スーーフKズム発展のこの時期に相当していた。’11世紀に

　　ペルシャ語散文で書かれたフジュウィーり一（Jullabi　Hujw？ri，没465／1072－3）

　　のKashfαZ－1田平劾（ed．　Jhukovsky，イラン版Tehran　n．　d．　English　tr．

　　R．A．　Nicholson，　London　1936．）は，スーーフィズムの教理の諸系統を挙げて，「諸

　　学派とそれら各々の説明について。これらの派の博戦点。」（farq－e　firaq－e至shan

　　andar－e　ma藍護hib　wa　bayan－e　kar－yak）を網羅している。またスーフィズムの

　　組織面については，「道場」（塾anqゑh）が形成されていた。しかしなお「タリー

　　カ」（tarlqa）の語は，神秘的体験の階梯と境地（maqamAt，　abwEl）に到達する道

　　を意味するだけで，「教団」を指すものとして用いられていなかった。

　（3）イスラム暦6枇紀：西暦12世紀から，広範囲に教醐（タリーカ）が創設されはじめ

　　る。それら教団は各々共通の師と共通の儀礼・儀法を備えて，一都市，一一一・±也方を越

　　えて拡大した。この最初のものとして，カーデイリー教団（Qadiriya）を挙げるこ

　　とができる。（2）では生きた師を弗子が取り囲むものであったが，この時期では，す

　　でに幾世代か以前に死没した師＝平着に教岡結合の原理を求めて遡らせる手順がと

　　られる。この大教団タイプでは，教団の祖師とその後継者との垂直の連鎖（silsilah）

　　と，末端の教圃を根互につなぐ連鎖が，その成立の条件である。

　スーフィズム史研究者のA．」．Arberryは，この3時期区分を提唱するだけで，（2）

から（3）への移行に豪って，（2）の組織が（3）の大教団に系列化され，再編成される過程を明

らかにしていない。私見では②の組織の基盤が㈲に吸収・合併されながら，地方レベル
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で広汎な民衆を捲込みながら発展したものが，（3）であると考えられる。

　さて，（3）に直接先行する時期のガズナ朝ホラーサーソのムスリム社会について，前記

フジュウィーり・一・　｝＊，同地方でスーフィズムがきわめて大ぎな勢力を増大させつつある

動向にとくに注隠している。その「地域的な動向の概観」のなかで（b曲fil麺krri釦

aレ頭f三ya　min　a1－muta，akhi蜘iria‘alE　al－i璽｝t檸言f　a撮aレbuldan），「ホラーサ・・一一ンで

は今鷺スーフィーは隆盛の一途をたどっている」（amma　az　ahle一塾urお蚕往keh　imroz

sayae　iqbal　haqq－e　anja’st．）と述べている2了）。またr同地方の全スーフィーを数える

ならば，数え上げるのが困難なほど多数にのぼる。私自身ホラーサー・一ン内だけで，有徳

な三百人のスーフィーを見ている。その1人1人だけでも一地方には充分すぎるほどで

あるのに」と，その盛んな上向の状溌を示唆している28）。

　またテヘラン大学文学部のサファー教授は，イスラム暦3世紀＝鱈暦9世紀からイス

ラム暦4世紀にかけてのイランの重要なスーフィーの名を挙げているが29），そこにはホ

ラーサーン地方出身者，とくに＝一シャープ㌧ル出身者の割合が多いことが注譲される。

　ガズナ朝初期のホラーサーン，とくに＝Hシャープール市においては，既述のカーズ

ィー。サーエドならびにカラーミーと同時代の有力なスーフィーのシャイクとして，マ

イハナ出身のアブー・サイード（Abit　Sa‘id　Fadlu11ah　b．　Abl幽ayr　Maihani．440／

1048）があった。

　この伝記として，同師の数代後の子孫によって編纂された廊毎ral一　Tawbid　fi

磁の厩地ム5肋ゼ盈．A伽Sa‘idがあり，われわれの有力な史料となる。

　詞書は，ニーシャープール市に約10年間同師があったとき，（415－25／1024－34）カー

ズィー・サーエドと，カラーミー派から圧迫をうけた例をいくつも伝えている。それに

よる3e）と，「この爾派は，いずれも信者，手下を多数かかえていて，　i溝師にとって宗教

上の反対者（mURklr）であり，三者ともスーフィーに対して敵意をもっていた」。この

引用に続いて，留学の執事（麺adim　1堕a鋤の語ったと伝えられるつぎのような物語

がある31）。岡師の民衆に対する布教方法，組織拡大，宗教論争の雰囲気がよくあらわれ

ているので，つぎに引用する。

　　「同師は＝　一一シャープールに来ると，はじめに法座（majlis）を開いて教えを説いた。

弟子たちがそこに多数生まれた。……同師はモスクの説教壇のうえで詩（bait）を歌っ

た。また大変な御馳走をtilした。一度の招待に千ディーナール以上も費した。達続して

集団的エクスタシーの会（sama‘）を続けた。これらを取上げて，カーズィー・サーx

ドとカラーミー派は岡師に反苅する宣伝をはじめた。しかし同師はひるまず自分の仕事

一58一



ガズナ朝麦配下のホラーサーーン地方の宗教集國

を続けた。このあと反対派は会合して，同師の罪状を聴問した。そこに両派が証言を書

いた。それは，同市にマイハナから一人の男が来て，スーフィズムを布教しており，法

座で語っている。モスクの説教壇のうえで詩を歌っている。コ・・一ランの注釈（ta£s玉r）

とハディース（akkb5r）を説かないで，つねに盛大な宴を開いている。さらに集団的エ

クスタシーを行なっている。また舞踊（raqs）をしている。立派な御馳走を出しL（いる。

師は自分は禁欲家（zahid）であると言いながら，このようなことは禁欲家のすること

でもなく，まfoスーーフィーのすることでもない。しかし民衆はみな同師を仰ぐようにな

っている。多くの庶民（‘awam）が宗教的反乱（翫na）におちこんでいる。もしこのま

まに放麗しておくならば，宗教的反乱として顕在化するのは遠いことでない。」

　これは轡師がニーシャープールの民衆を急速に把握しはじめた情勢を示しており，そ

の勢いに脅威を感じた反対派の策動を描いている。さて続いて，

　「彼らはこの証書を認めた書状（mabdar）をガズナに送った。王朝は回答をその書

状の裏面に書いて来た。それはハナフィー法学派とシャーフnイー法学派が旧師を引出

して訊問して，シャリーアの要請するままを適用するようにというものであった。この

返書は木曜に着いた。反対者たちは，明日は金曜だ。土曜に集会（majma‘）を開き，同

師をその信徒とともに町の四つ辻で絞首にしょうと一決した。この喀さは町中に広まっ

た。岡師の信徒たちは悲しんだ。だれもこの話を同師に告げる勇気はなかった。

　この日，もう一度礼拝（namaz）をすることになっていた。同師は執事を呼んで需つ

た。全部でうちのスーフィーは何人いるかと。彼は120人と答えた。80人は遊行中

（mus護飯）で40人は滞在中（muqim）と答えた。師はそれでは明日これらのもののため

の午前の食事（chashtgah）を言意するようにと命じた。下僕は60人分の食事を絹意し

て，この席を市のモスク（masjid－e　jami‘）に設けるようにと命じられた。同師はこの

席で裏切者を確めようと意図された。

　執事がこの指承をうけたとき，師から預った金庫は空で，一片のパンもなかった。ま

た全＝一シャープール市で，一デラム（ディルハム）も無心できるものも児当らなかっ

た。なぜならば市民は先の啄さに，同師へ協力するのを恐れていたからである。執事は

金のことを師に言う勇気もなく，仕方なく緬のまえを辞した。

　太陽は西に沈もうとしていた。執事は，ぼんやりと立ちつくしていた。どうしたらよ

いか金策がたたなかった。こうしているうちに陽が沈んだ。人々は店の戸を閉めはじめ，

家路に急いでいた。そこを1人の男がバーザールの端から走って家路に急いでいた。執

事をみると立止って，ハサソよ，ぼんやりと，なにを思案しているのか，訳をきかせて
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くれ5助けてあげたい，と。執事は一部始終を語った。その若湯は，自分の撫こ手を入

れて，必要なだけとって使え，と言った。執事は手を袖に入れて金貨（zar一一e　s壁面）

を握った。彼は喜び，食事の準備にとりかかり，師が命じた分を取揃えた。」

　ここに要約した執事の伝える話は，平易なペルシャ語で書かれており，嶺時の民衆の

悲しみと喜びがそのまま，じかに伝わってくるように感じられる。右の文から同師の支

持者がバザールにみられたことが判明する。

　しかし，この時代のスーフィー運動のすべてが，このようにカーズィー・サーエドと

カラーミー教団から，抑圧・迫害されたのでなかった。アシアリー一神学派のクシャイリ

ー（Sha呈塾Abo　aレQasim　Qu曲airi　465／1074）のようなシャーフィイー法学派のスー

フn一の場舎，このような追記はなかった32）。ス　・一フィー一運動の展開のなかに，罠衆的

なものと，エリートの法学・神学者のものとを，また反権力，ないし権力の統制外のも

のと，権力と癒着するものとが区劉されなければならないであろう。

　この点で，『マスウード時代史』には，岡師の名が一度もあらわれないことが注目さ

れる。すなわちマスウードの権力機構と接する場面に阿師が位置しなかったと考えなけ

ればならない。詞史書中に，「スーフィー」，ないし「ザ”一　tド」の語があらわれる物

語は，ブスト（Bust）のカーズィー・ブー・ナスル（Qadi　Bg　Nasr）のものである33）。

それはマスウP一ドがインドからの掠奪品（ghazw）を，イスラム法からみて如法①a届）

のはずであるとして，ブストの貧困で苦しむカーズィ・・一’　t：‘贈与しようとしたところ，禁

欲春のカーズィーは，自分はインド遠征に実際に従事して掠奪を圏撃していないので，

如法かどうか疑問のあるものを禁欲者として受取られないと啓えて，その贈与を拒否し

たというものである。この禁欲者のカーズィーは王からの贈与を受けとった多くのスーー

フィーとは異なり，近づく地獄の火をひたすら畏怖して禁欲的態度をまもっていたとい

うものである。　　　　　　　　　　　　　・

　ここにも，後代のイスラムにみられるように，王がスーフa・・一・＝禁欲者のまえに敬意

を表する態度が，パタ・・一ソとしてすでにみられる。

V　結 び

　ガズナ朝麦配下のホラーサーンの大都市ニーシャープールのムスリム裡会におけるカ

ーズィー，カラーミー教団，スープn一運動が，それぞれ民衆の「アサビーヤ」を社会

的基盤としていた構造が，およそ明らかとなった。いうまでもなくカーズィーは全市の

諸宗教集団を包括して代表するもので，諸宗教集団にまたがって，反正統派＝反カリフ
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運動の抑圧の大義のもとに，もっとも広範囲にムスリム？±会を結集させることができた。

このカーズィーは全市の代表の資格で権力と接触しながら，ガズナ朝からセルジューク

朝への権力の交替に対しては，スムースに次の権力にそのまま結びついていくものであ

った。しかしセルジ＝一ク朝の宰糊：ザーム・ル・ムルクから，ハナフィー法学派に代

って，シャーフィイー法学派のカーーズィーが，官許の神学校を拠点に養成され，支配的

なカーーズィーを溝成していく。

　神学上の教理の変動は，ガズナ朝臣会では流動的であった。カラーミー教団はヵーズ

ィー・サーエドから「反正統的」，と「ムウタズィラ」と攻撃されると，逆にカーズィ

ーを同じ語で非難を返して，最終的に，政治権力の意志によって前者に有利に決着がつ

けられた事情がある。また『アスラールッ・タウヒード＄では，シャイク，アブー・サ

イードを非難するために，市の諸学派の学者たち（a’imma－e　m砥壌hlb，　as聴b－e　firaq）

が教理論争の会議を開いて，旧師を譲びだしたが，決定的に「反正統的」であるという

結論を出すことができずに，縮互の立場を承認し合う結果となったと，伝えている3の。

同書では，カーズィー・サーエドを，「正統派の敵」（raw雄のの代表と呼んで35），霞分

たちがカーズィーから非難されたのと同じ語を栢手側に返している。

　このように，「ラーフィズ」の語は，この時代では，明確な教義上の内容をもったも

のでなく，網対的であったといわなければならない。このようにみるならば「ラーフィ

ズ」は必ずしもイスマイル派を旛すものでなかった。同様に「カルマト派」（qaramita），

「バーティニー」（batiniya）の語も，対抗する相手側に対する論難に用いられる場合が

一般的で，教義的内容は決して明確化されない場合が多い。

　なおシーア派のうち，アリー家（‘alaviyan）は，権力側に近い，権力の側で恩賜の衣

を与えた特権的エリーFで36），ニーシャープールでは，「アサビーヤ」の民衆的基盤

をもっていなかったと推測される。むしろスンニー派の同王朝は「マホメットの一族」

（ahl　a1－bait）に対して特捌の尊敬を表し，イーr・一一ムにr聖なる力」（baraka）を認めて，

メシエドのイPt・一ム。レザー一嘗の近くに死者を埋葬した慣行が，一書記官の遺欝執行に’

ついて『マスウード時代史』にみられる37）。　　　　　　　　　　（1970年9月，脱稿）

付記　　この英訳漂稿を，1970年10月，　Meshed大学で開催されたMajlis－e　Buzurgd蚕sht－e

　　　Abu，1－Fadl　Bayhaqi学会で筆岩が発表した。

（筆奮は大阪外麟語大学教授〉
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